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いのちを守り、
未来を支える。
私たちグループが提供する製品・サービスは
全て使い手の命や生活に直結しています。

『安心して使える』という価値提供により
命と生活を守るのが、私たちの存在意義です。

価値提供の積み重ねにより、
街が栄え、生活が豊かになり、
ひいては社会全体が永続していくことが
私たちの描く未来です。

沿 革

信和株式会社商 号

岐阜県海津市本 社

代表取締役 則武 栗夫代 表 者

1977年9月創 業

153百万円資 本 金

259名(2025年３月末現在)従 業 員 数

3447(東証スタンダード、名証プレミア)証券コード

信和商店として事業を開始1977
仮設資材「ジャッキベース」の製造販売を開始1978

「シンワキャッチャー」を開発、システム足場市場に進出1988
物流機器部門を設立2003
東京証券取引所・名古屋証券取引所に株式を上場2018
大手足場施工会社であるヤグミグループの株式取得2024
アルミ加工会社である株式会社凰金属工業の株式取得2025

企業概要
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事業内容

2025年3月期

175

仮設資材部門 物流機器部門

液体搬送用バルク
コンテナケージ

自動車メーカー
向けパレット

住宅工事 大規模倉庫用ラック

事業内容

特⾧

事業内容

特⾧

• 建設現場などで使用される仮設資材の
製造・販売・レンタル

• 仮設資材(主に足場)の施工サービス

• システム足場の国内シェアNO.1
• 国内自社工場による高品質な足場
• 低層から超高層建築物まで対応可能

• 搬送等に使用される物流機器の
製造・販売

• 工場・倉庫・建設現場等での物品の
保管用機器の製造・販売

• 提案・設計・製造・設置・メンテナンスまで
一貫したサービスを提供

• 幅広い業種に様々な物流機器製品の納入実績

マンション工事

億円
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パーパスに関連した取り組み
安全措置資材の開発
トップシェアのノウハウを活かした「安全措置資材」の開発
人の墜落、物の落下を防ぎ、安全性を高める。

足場の機能強化
抜け止め機能により安全性をさらに向上。低騒音施工を
可能にした設計で居住地域などの周辺環境にも配慮。

橋梁用システム吊り足場
政府による国土強靭化計画に沿った製品。橋梁の老朽化が
急速に進む中、増加する点検補修需要に応える。

軽量化の取り組み
建設就業者の高齢化が進む中、軽量化による作業負荷軽減を通じて
安全性と生産性を高める。重量減による輸送効率の向上にも寄与。

先行手摺 幅 木

今までより多く運び
今までより楽に作業する



Chapter 02

2026年3月期 第1四半期 決算概要
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2026年3月期 第1四半期 決算ハイライト
4,523百万円(前年同期比＋12.0%)

仮設資材部門では「所有」から「利用」への需要に対応し、販売・レンタル両面からの柔軟な提案強化。物流機器部門で
は既存製品の強化と新製品開発を進め、多様な市場ニーズへの対応。さらにヤグミグループの子会社化による事業基盤の
補完と提供価値の向上も売上増に寄与。

1,298百万円(前年同期比+23.6%)
売上収益の伸⾧に加え、内外製区分の見直しや物流最適化、生産効率向上など、製造原価の圧縮に向けた施策の実施。安定
的な供給体制の維持とコスト競争力の強化。
売上総利益率は前期比 2.7ポイント増の28.7%

682百万円(前年同期比+62.0 %)
営業利益率は前年同期比 4.7ポイント増の15.1%売上増加、製造原価の圧縮による売上総利益額の大幅な伸⾧。結果、営
業利益も大幅な増加を達成。

441百万円(前年同期比+66.4%)
利益率は前期比 3.2ポイント増の9.8% ※親会社の所有者に帰属する第1四半期利益

第1四半期の利益率(％)＝親会社株主に帰属する第1四半期利益÷売上収益×100

2025年5月 株式会社鳳金属工業の株式の取得(子会社化)
2025年6月 岩手県盛岡市に「盛岡営業所」開所
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2026年3月期 第1四半期 連結業績
(IFRS・百万円)

2026/3月期 第1四半期2025/3月期
第1四半期

2024/3月期
第1四半期

2023/3月期
第1四半期

2022/3月期
第1四半期

増減率前期比
増減額売上比実績実績 売上比実績 売上比実績 売上比実績 売上比

+12.0%+4854,5234,0382,9064,3683,884売 上 収 益
+23.6%+24728.7%1,29826.0%1,05023.4%68124.1%1,05224.4%947売 上 総 利 益
△2.1%△1313.6%61615.6%62917.3%50411.6%50612.3%476販 管 費 等

+62.0%+26115.1%68210.4%4216.1%17712.5%54612.1%471営 業 利 益
+66.4%+1769.8%4416.6%2653.8%1108.3%3618.1%313四半期利益 (※1)

※1 親会社の所有者に帰属する四半期利益

3,884 
4,368 

2,906 

4,038 
4,523 

2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期

471 
546 

177 

421 

682 

2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期

第1四半期 売上収益 第1四半期 営業利益

売上収益・利益ともに上場来最高
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4,6624,2974,5044,038

2026年3月期 四半期累計推移

売上収益

421 450 546 204 

1,750 

24/3期

25/3期

546 204

営業利益

親会社の所有者に
帰属する当期利益

26/3期

25/3期

(百万円)
26/3期
計画

26/3期

25/3期

26/3期
計画

26/3期

25/3期

26/3期
計画

第1Q進捗率
25.4%

第1Q進捗率
41.3%

第1Q進捗率
44.1%

17,800

265 

441 

264 337 107 

1,000 

264 337 107

1Q 2Q 3Q 4Q

17,800

1,650 

1,000

4,523

682682

421 450

265

441
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部門別の状況 ／ 仮設資材部門

(百万円)

売上収益3,424百万円。前年同期比2.5%増となった。

 原材料の高止まりを背景に、仮設資材を購買ではなくレ
ンタルで調達する流れが継続

 販売とレンタルの両輪を活かした柔軟な提案営業の推進
と、注力エリアにおける営業活動の実施。

 グループ会社であるヤグミグループの豊富な人材力を背
景に、堅調な工事需要に伴う案件を着実に獲得

3,037 3,098

2,317

3,342 3,424

2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期

売上収益の推移 当期の状況
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部門別の状況 ／ 物流機器部門

(百万円)

847

1,270

589
696

1,099

2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期

売上収益の推移 当期の状況
 大型物流倉庫案件に加え、ガラス・土石製品、自動倉庫

など幅広い業界からの継続的な受注を確保。

 液体搬送用バルクコンテナケージの安定した需要による
当部門の売上収益への貢献。

売上収益1,099百万円。前年同期比57.9%増となった。
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Topics①株式会社凰金属工業の子会社化

株式会社凰金属工業商 号
岐阜県海津市本 社
代表取締役 則武 栗夫代 表 者
1977年４月創 業
アルミサッシの加工および部材加工事 業 内 容
10百万円資 本 金
30名従 業 員 数

設立1977年
第２工場設立2023年
当社による子会社化2025年

アルミ加工能力を生かし、より付加価値の高い商品開発・案件獲得を目指す

会社概要

 鉄の加工にノウハウを持つ当社がアルミニ
ウム加工能力を取り入れることで、相互の
製造技術の向上を図りつつ、新たな商品開
発や提案につなげる

 特に物流機器部門の幅広い顧客・業種先に
対し、アルミ素材を生かした提案を検討

沿革
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Topics②盛岡営業所の開所

背景・目的

2025年６月に新拠点として「盛岡営業所」（岩手県盛岡市）を開所

これまで当社東京支店が担当していた東北エリアにつ
いて、今後は当営業所が東北6県全体をカバーする体
制へ移行。

当営業所の開所により、以下の実現を図る。
 当地域におけるきめ細かい営業活動の展開
 顧客ニーズへの迅速な対応
 サービスの一層の向上



Chapter 03

2026年3月期 業績見通し
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仮設資材を取り巻く環境と今後のニーズ

信和の強み

高品質で
安全性・施工性の高い

システム足場

環境変化 想定されるニーズ

維持修繕工事
需要が増加

省人化・
組立の容易化の需要が

増加

より安全に配慮した
足場の需要が増加

法改正・安全衛生規則の改正

※道路、港湾、水道、公園、通信、空港、ダムなど、国や自治体などの公的機関によって形成されてきた社会資本の量

社会のニーズに
迅速に応える商品開発

製造から施工まで
一貫したサービスを提供

住宅や社会資本※の老朽化

建設現場の人材不足
技能を持った
職人の減少

リフォーム需要、安全意識の高まり、技能者不足は追い風の環境
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物流機器部門の注力分野

化学 自動車

農水産 電機

汎用品

海外展開
海外への物流機器納入実績を活かし、
さらなる製品・サービス提供体制を整える。

省人化分野
AGV(無人搬送機器)などの取扱・コンサル事業へ
参入｡倉庫業務の省人化ニーズを捉える。

未経験業界への積極的な挑戦
特殊な物品等の輸送・保管ニーズを見いだし、
新たな価値提供を通じて、事業領域を広げ続ける。

従来業種への深耕と、技術・ノウハウを生かして新分野への進出を図る
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信和グループの成⾧戦略
グループ内リソースの活用とM&Aにより、事業領域・サービスを積極的に拡大する
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2026年3月期 通期連結業績予想

2026/3月期2025/3月期2024/3月期2023/3月期

増減率前期比売上比予想売上比実績売上比実績売上比実績

+1.7％+29717,80017,50312,67814,757売上収益

+1.7％+289.3％1,6509.3%1,6225.5％70010.2％1,501営業利益

+1.4％+228.5％1,5208.6％1,4985.1％6529.7％1,434税引前利益

+2.6％+255.6％1,0005.6%9753.2％4096.8％1,007親会社の所有者に
帰属する当期利益

－71.9670.1729.4672.49基本的1株当たり
当期利益(円)

－32.032.032.032.01株当たり
年間配当金(円)

(IFRS・百万円)
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業績見通し ／ 仮設資材部門

(百万円)

売上高13,036百万円(前期比+0.1%)の見通し。

 くさび緊結式足場などシステム足場の需要は一定水準の
継続を見込む。また、仮設資材の施工サービスの売上収
益貢献を引き続き見込む。

 インフラ関連製品および高付加価値製品・サービスの開
発と普及の促進に努める。

12,425

10,391
8,981

13,028 13,036

2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期

売上実績と当期見通し
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業績見通し ／ 物流機器部門

(百万円)

売上高4,763百万円(前期比+6.5%)の見通し。

 液体搬送用バルクコンテナや物流倉庫向けラックなどの
堅調な推移を見込んでいる。

 凰金属工業のグループ化による、アルミ素材を活かした
提案を展開する。より付加価値を高め、多くの案件獲得
につなげる。

3,637

4,365
3,697

4,474
4,764

2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期

売上実績と当期見通し
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2025年3月期～2029年3月期
信和グループ中期経営計画 －確実な成⾧と飛躍の足場固め－

注 力 分 野

1 2 3橋梁をはじめとする
インフラ向け製品拡販

仮設施工サービスの
付加価値向上

物流事業
領域拡大と強化

200億円売 上 収 益

24億円営 業 利 益

30億円EB ITD A

114.57円E P S

8.5%R O E

累進配当
1株当たり下限32円

配 当 方 針

営業C/F

70～80億円

20億円以上

有利子負債
財務バランスを考慮しつつ

投資資金として活用

20～30億円

有利子負債の返済

追加投資
魅力的なM&A案件など

キャッシュ・イン キャッシュ・アウト

設備
投資

株主
還元

中期経営計画最終年度 主要指標 5期間の資金調達と配分計画 PBR向上に向けた取り組み

 業績目標の継続達成による利益拡大
 株主還元の充実
 経営基盤の強靭化(ESG観点含む)
 等

▼
中⾧期的な価値創造・株価上昇

PBR向上

指標

中期経営計画



岐阜県海津市平田町仏師川30-7

部 署
T  E  L
e-mail

経営企画部
0584-66-4436
ir@shinwa-jp.com

注意事項
本資料に記載されている計画や見通し、戦略などは本資料作成時点において取得可能な情報に

基づく将来の業績に関する見通しであり、これらにはリスクや不確実性が内在しております。

かかるリスク及び不確実性により、実際の業績等はこれらの見通しや予想とは異なる結果と
なる可能性があります。

本資料に含まれる当社以外に関する情報は、公開情報等から引用したものであり、かかる情報
の正確性、適切性等について当社は何らの検証も行っておらず、またこれを保証するものでは
ありません。


